◇雲の上の空

空を駆け抜ける黒い機体。

主人公「くそ〜、どこにいったんだあんにゃろうめ〜。」

　　　前方から青い機体が現れる。

　　　黒い機体、静止する。

ロベリア「こんにちは、どうやらあの娘から色を取り戻したようですね。」

主人公「こりゃいい、まさかそっちからのこのこと現れてくれるとは

　な、てめえも俺に色を返す気にでもなったか？」

ロベリア「ええ、実はその事で貴方にお話があって参りました。」

主人公「ほう、面しれえ、どんな話か聞いてやろうじゃねえか。」

ロベリア「単刀直入に申し上げます。あなたから色を奪った残りの３人について

　の情報を差し上げます。その代わりに私だけ見逃して頂けないでしょうか？」 

主人公「・・・気に入らねえ。」

ロベリア「何がでしょう？」

主人公「仲間を平気で見捨てるその根性が気に入らねえって言ってんだよ！てめえみたいな奴を見ると虫唾が走る！」

ロベリア「いいのですか？後悔しますよ。」

主人公「上等だ！てめーら全員俺の前に跪かせてやるよ」

ロベリア「分かりました。なら・・・望み通り消して差し上げましょう。」

　　　＊戦闘開始＊

　　　＊青覚醒前＊

ロベリア「（怒）この・・・屑が！ちょっと手を抜いてやったら調子に乗りや

　がって！」

主人公「おいおいなんだよ。随分とイカした喋りになったじゃねえか。」

　　　ロベリアの体から青いオーラがほとばしる。

ロベリア「（怒）黙ってろ屑、捻り潰してやる、楽に逝けると思うなよ。」

主人公「上等だ、逆にてめえをひねり潰してやるよ！」

　　　＊覚醒戦へ＊

　　　＊戦闘終了後＊

ロベリア「私が・・・負けるなんて・・・」

　　　ロベリアの体から光の粒子が立ち上る。

　　　ロベリアの体から出た光の粒子が主人公の体に降り掛かる。

主人公「これに懲りたら、もう仲間を裏切ろうなんて考えない事だな。」

ロベリア「ふっ、敵に説教を垂れるなんて随分余裕ですね。」

主人公「ああ何しろ順調に進んでるからな、それはさておき、早速残りの奴らの

　居場所を教えてもらおうか？」

ロベリア「はあ？貴方今あたしに仲間を裏切るなって言ったばかりじゃない。」

主人公「うるせーな、それとこれとは話が別だ。」

ロベリア「・・・空を彷徨う森をさがすといいでしょう、そこに残りの三人のう

　ちの一人がいるわ。」

主人公「ほう、素直に教えてくれるとは意外だな。」

ロベリア「負けた身ですしね・・・ではもう私は行かせて頂きます。せいぜい

　頑張る事ですね。」

　　　青い機体が後方に消えて行く。

主人公「よっしゃ、いくか！」

　　　＊青ステージ終了＊

